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追 悼 座 談 会

関ロ ー郎 さんとドイッ語教育

                 出席者

                    大谷弘道(理 工学部)

                    中山 純(経 済学部)

                    斎藤太郎(文 学部)

                    三瓶慎一(法 学部)

                    平高 史也(総 合政 策学部)

                 司会 識名章喜(商 学部)

識名章喜(以 下識名) 関口さんの追悼号 ということで，各学部から関口

さんとご縁のあった方々に集まっていただきました。影響 を受けた方 もい

らっしゃれば，教えを受けた方 もいらっしゃいます。 この座談会では，関

口さんが我々に残 して くれたものは何 なのか， ドイツ語教育に与えた影響

は何なのか，我々はそれを今後 どう継承 してい くのか，ざっくばらんに語

って ください。

 まず，私と関口さんのことをお話 ししたいと思います。私は1983年 に慶

應の商学部に就職しましたが，当時何 も分からなかった私は，先輩である

関口さんか らドイツ語教育についていろいろ手ほ どきを受けました。それ

だけでなく，藤沢 に移籍されるまで関口さんの哲学や教育方針については，

折 りにふれ話をうかがいました。皆 さんにお話いただく前に，私が関口さ

んについて思っていることをまとめてみます。

 当時の商学部は，他の学部で もそうですが， ドイツ語やフランス語が2

大勢力で，スペイン語や中国語 といった他の語学は教えられていませんで

した。特 に ドイツ語は1ク ラスが50人 を超えるような状況の中で，80年 代

の初期，授業をやっていました。その頃は年輩の先生方も多 く， ドイッ語

の教員の中には 「文法をしっか りたたき込め」という方針の方が大半でし
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 た。そうした状況の中で，関口さんは 「授業に会話やコミュニケシーヨン

 をもっと取 り入れたい」，「ドイッ語を学ぶのに苦痛 を感 じるのではな く，

学生たちと一緒に楽 しく勉強できないだろうか」という視点を絶えず持っ

ていたように思います。そういうことを私たちにも繰 り返 し強調されてい

ました。逆 に言えば，年輩の先生方は，どちらかと言うと， ドイッ語を教

えるということについて，学生管理の道具としての初習語学 という捉え方

をしていて，厳 しく，ガンガンやっていた先生もお られました。そういう

なかで，関口さんがすばらしかったのは，対立を浮き立たせるのではなく，

「文法 も重要で，コミュニケーションも重要」という視点を非常に巧みに取

り入れて，授業のなかで工夫を重ねてお られたことです。私たちにもそ う

した工夫をしろと，ずいぶん刺激：を与えて くれました。

 もう一点， ドイッ語を学ぶ若い人たちに大 きな影響を与えたことがあ り

ます。ここにいらっしゃる斎藤 さんや三瓶 さんは，当時，関口さんが毎夏

行っていた ドイツ語の有志 による合宿の学生で した し
，現在理工学部で教

えている横山由広 さんもその学生の一人で した。経済学部のクナウプさん

や，大谷さん，中山さん，そして私 も合宿の講師として参加 しました
。顔

が広 く，オーガナイザーとしても大変活躍 されたと思います。そして関口

さんに影響を受けた世代が，着実に成長 し， ドイツ語の教員として教壇に

立っています。

 また，関口さんは 『「学ぶ」か ら 「使 う」外国語へ』という新書版の本

(集英社新書，2000年4月)を 出版 しています。そこでも強調されています

が，関口さんの教育法のポイン トは，関口さん自身の体験 を基に， ドイッ

語習得に苦労 した人の視点からのアイディアが出されていることです
。こ

れには私はとても感 已・します。 ドイツ語 ドイツ文学科を出て大学に残
った，

たいていの大学教員の場合，本当にできたかどうかはともか く
， ドイッ語

学習にそう苦労 しないか ら，基本的に ドイツ語ができるから
，残るわけで

す よね。そういった先生方は往々にして，できない学生のことはあまり分

か りません。関口さんはそのあたりがかなり分かった先生だったと思いま
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す。だからこそ，できない学生に対 しても，どうやって楽 しく学習させる

かとい うアイディアをた くさん持っていたのだ と記憶 しています。そ うい

う意味で，ベス トセラーになったビデオ教材 「ハロー，ミュンヒェン』(白

水社)は 関口さんのアイディアが一・杯詰 まった教科書だと捉えているんで

す。

 というように，関口さんが ドイツ語教育に遺されたものは数え切れない

ほどあると思 うのですが，それと同時にみなさんにも，関口さんに対 して

数々の思い出やエピソー ドがあると思います。このなかで最 も関口さんと

つ きあいが長かった大谷さん，いかがで しょう。

大谷弘道(以 下大谷) 彼は ドイツ留学を機にものすごい勢いで変わった

んですよね。まさに “陰”から “陽”に。みなさんはおそ らく彼の “陽”

の部分 しか知 らないと思 うんですが，以前は斜に構 えて文学 を語る人だっ

た。それが ドイッに行って，正面か らきちんと相手を見て ドイツ語教育を

語るという人に変わった。彼に1年 遅れてアーヘ ンに行った僕 は，その変

わ り様にギョッとしました。何かがあったはず，何かを体験 したはずだと

思い，何度か話をしているうちになるほどと納得 したことがあ ります。彼

は， ドイツで， ドイッ語を通 して，言葉の原点，または言葉の持 っている

特性のようなものに気がつ くような体験をしたのではないか。つまり，知

識 としての言葉 というよりも，創造の原点 としての言葉に気づ くような体

験：をしたのではないかと思うんです。

 帰国後，彼は 「夏に合宿 をやろうよ」 と言い出 し，それ以降ほとん ど毎

夏彼につきあわされました。最初の何回かは試行錯誤だったのですが，何

年かたつうちに，あるパ ターンが形成されてきた。学生 をグループに分け

て，寸劇 をや らせ，それを映像に撮るというものです。学生に台本 を書か

せ， ドイツ語に訳 させ，学生 にカメラの前で演 じさせる。要するに，何か

を創造するプロセスのなかで ドイッ語を学んでい くわけです。その結果，

いろいろなタイプの教え子が育ち，なかには ドイツ語に取 り付かれた人間

も生まれてきました。だか ら楽 しい ドイッ語といっても，いわゆるゲーム
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をする楽 しさではない。関口さんの言う楽 しさとは，言葉を使って何かを

作 り出すダイナミズムなのではないでしょうか。彼の場合は，よく言われ

るような 「教養の ドイツ語」「スキルの ドイツ語」を乗 り越えて，何かもっ

と原点に立つような体験が基盤にあったのだろうと思っています。

識名 中山さんもこの合宿に何度か参加されてますよね。

中山 純(以 下中山) 確か，82年 か，83年 のことですね。私が ドイッ語

教員にな りたての頃です。そもそも関口さんと知 り合ったのは，81年 の リ

ングイステン ・ゼミナールです。当時，大磯にアカデミーハウスがあって，

いつもそこで学会の語学ゼミナールが行われていました。そのゼ ミナール

の最中に 「東京に帰ったら，僕たち若手がやっている勉強会に参加 しない

か?」 と誘われ，連れて行っていただきました。勉強会の参加者には上田

浩二(筑 波大学)， 三島憲一(大 阪大学)， 友田舜三(大 阪外国語大学)，宮

内敬太郎(立 教大学)，在問 進(東 京外国語大学)な ど，いまをときめ くメ

ンバーが集 まっていました。彼 らはいまや ドイッ語教育界のオピニオン ・

リーダー となっていますが，この勉強会では非常に熱 くドイツ語教育の問

題点などについて議論が闘わされ ました。僕が関口さんから受けた一・番大

きな影響は，そんなメンバーが集 う場 に参加 し，これまで認識さえしてい

なかった問題点に気づかせてもらったことです し，そのことをまず思い出

します。

 その流れのなかで，彼がやっている合宿 を手伝わないかと誘われたわけ

です。ただ話をするだけでなく，普段の授業の枠組みの外で実践の場とし

ていろいろなことを教えてみないかと。先ほ ど大谷 さんが紹介なさった
，

ビデオを使ったグループワークなど新 しい取 り組みをた くさんや りました
。

あれか ら20年近 くたっていますが，当時やっていたことはちっとも古 くな

っていない。そのまま続けてい られるし，いまの仕事にもいろいろな形で

つながっています。関口さんは，その後の ドイツ語教員 としての自分の生

き方を決定的に影響づけたひとりとも言えますね。

識名 現在なさっていることにも影響を与えているとおっしゃいましたが，
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中山さんはいまNHKテ レビ講座の講師を務めていらっしゃいますが，企画

をたてるうえで，関口さんのアイディアを意識されていますか?

中山 関口さんも何年間かNHKの テ レビ講座 を担 当していました し，勉強

会に参加していた上田浩二さんや，大谷さんもNHKの テレビ講座の経験者

です。みんな表現方法はちがっていても，あの当時関口さんを中心 に激論

を交わ した ドイッ語教育の哲学をベースにしていると思います。

識名 大谷さんと中山さんは合宿で教 える側の立場で したが，斎藤 さんは

逆に教育を受けた立場ですね?

斎藤太郎(以 下斎藤) 教育を受けたというほど，毎回出席していた優等

生ではあ りませんでしたが(笑)。 最初は，大学院の修士2年 生の時に独文

の院生に誘われて参加 しました。当時，慶應の独文では，何年か前からド

イツ人の講師が専任に近い形でいて，ぼちぼちコミュニケーションの勉強

も始まってはいたんですが，基本的には読む力をつけるということに専 ら

主眼が置かれていました。関口さんは，識名さんがおっ しゃっていたよう

に，自分の歩んできた道を振 り返って，同じような苦 しみを繰 り返 してほ

しくないという思いがとても強かった方です。「文学部の勉強は重要なので，

確かにそれはそれでや らなければならないが，やはり言葉とい うものは生

きて使えるものでなくてはいけない」 と常におっしゃっていました。訳読

だけでな く，使 う力を養わない と，バ ランスのとれた言語能力は身に付か

ない という思いがあったんですね。だから，大学院生にも声 をかけていた

んだと思います。

 当時は 「楽 しかった」だけで終わった合宿ですが，その体験 は自分の中

に残 りました。後に自分が関口さん と同じように ドイツに留学 して，帰国

して，文学部の助手になってから，慶應の独文科の ドイッ語合宿を始めま

したのも，この体験のせいか もしれません。当時の文学部の学生は， どち

らかというと文学青年で，引っ込み思案で，人と ドイツ語で話すなんて苦

手 というタイプの学生が多かったんですが，そうした学生にも言葉を使 う

楽 しさを何 とか伝 えられたらと思って始めました。必ずしも関口さんのや
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り方と同 じではあ りませんが，やは り根の部分には，関口さんが教えて く

ださった，あの合宿の体験があるのではないかと思います。そういう意味

からも，振 り返ってみると，関口さんの影響 を強く感じます。

 また，関口さんというと 「お酒」 というイメージが強い。酒を飲んだ席

で，よく 「自分が辿ってきた過ちを君たちはしてはいけない」 と言ってい

ました。なかでも 「自分は昔は文学青年で小説を書いていた。群像の新人

賞の候補にもなった」という話に驚いた記憶があ ります。「ドイツ語教師に

なりたての頃は，初級文法が終わったばか りの学生に トーマス ・マンを読

ませてみた りして，いまから思うと恥ずか しい」 ともおっしゃっていまし

たね。僕 自身，当時助手になったばかりの頃で，ある意味生意気で したか

ら，関口さんのおっしゃることをすべて受け入れていたわけではなく，反

発する部分 もかな りありました。でも，いま，自分が この年になると， ま

だまだ訳読法が中心で，文法をガチガチに教えるのが主流だった時代に，

学生 と同じ視線を共有 しつつ， ドイッ語教育を考えようとしていた関口さ

んの姿勢は一貫 していたなと，それが当時においてはどれほど斬新だった

か，よく分かります。

識名 三瓶さんも関口さんの合宿に常連 として参加されて，現在は ドイツ

語教員となっています。三瓶さんの場合はいかがでしたか?

三瓶慎一(以 下三瓶) 関口さんと最初に出会ったのは，1982年 の野尻湖

合宿なんですが，春 ・夏とやっ・ていて，確か2回 目か3回 目のことだと思

います。その時の関口さんの年齢を私はもう超えてしまったので，当時を

思い起 こしてみると，関口さんも若かったんだなと思います。その合宿は

私が引き継いで10数 年や り，その後，太田達也さん(本 塾非常勤講師)や

草本 晶さん(麗 澤大学講師)が さらに引き継いでくれています。そういう

意味では，関口さんの遺志は孫弟子まで伝わっていると言えるんじゃない

でしょうか。

 その合宿が どうして始まったかとい うと，東大の先生たちが中心になっ

てやっていた 「インターウニ ・ゼミナール」での辛い経験からだそうです。
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そこに一度学生を連れて参加 したところ，学生たちが何 も聞き取れないし，

何 も言えなかった。そこで， 自分たちで合宿を立ち上げないわけにはいか

な くなったと聞きました。そこで，もうある程度できるようになった人で

はな く，これからできるようになってほしい人や発展途上の人たちに，い

かに楽 しくドイツ語を勉強 してもらうか，それもいわゆる関口流のまった

く違った視点からのコンセプ トで合宿が始 まったわけです。当時，私は早

稲田の3年 生でした。 とはいってもドイツに1年 半留学 して帰ってきたば

か りで，実際には5年 生だったんですが，その合宿に参加 して関口さんに

出会ったわけです。関口さんは，留学を経験 して，何 も考えずに ドイツ語

ができるようになってしまった学生はあまり好きじゃな くて，いまいろい

ろ悩んだ りもがいた りして，自分 と同 じような経験をしている学生たちと

目線を同じにしていたのだろうなと思います。

 たとえば，その合宿ではこんなことをやっていました。学生をグループ

に分け，日本のテレビ番組を各グループに割 り振 ります。 ラジオ体操やワ

イドショー，野球中継 などを ドイツ語で表現 してみうというわけです。ま

たある年には 日本のコマーシャルを ドイツ語で再現してみるな ど， とんで

もないテーマがいろいろと出てきました。それは自分がふだん見ているテ

レビをもう少 し別の角度か ら見てみるだけでなく， ドイツ語で再現すると

どういう違和感があるのか といったことを感 じさせる目的があったのでし

ょう。自分が異文化の中に飛び込んでいった時に感じる違和感を， 日本に

いなが らにして疑似体験 させることが 目的だったのだろうと思います。

 合宿では，その他 にもいろいろな実験的な試みが行われました。一度
“これはや られた1 はめられた!” と感 じたのは

，経済学部にいらっしゃ

るクナウプさんなど数人の ドイツ人の先生が日本の商業捕鯨の姿勢やマン

ガ文化 を強 く批判 したセッションです。こうした批判に対 して，ある程度

ドイツ語ができる学生 ・大学院生は猛然 と反論を試みました。セッション

が終わってか ら， ドイツ人の方々はみんな 「ごめんね，本気 じゃなかった

んだけど。関口先生にこうやれ， とにか く学生 を挑発 しろと言われたんだ
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よ」 と，そっと謝って くれたんです。つ まり学生は関口さんの仕組んだ挑

発 にまんまとのってしまった。みんな ドイツ語をある程度で きるはずなの

に，そういった場で喋ろうとしない。ぬ くぬ くと合宿を楽しんでいる学生

たちに，関口さんは頭から冷や水を浴びせかけたわけです。

 関口さんはお酒を飲むと，一晩中， 自分がなぜ ドイッ語教師になったの

か，なぜ ドイツ語を学んでいるのかなど，関口さん流の言葉で言うところ

の 「生き様」の話に終始しました。われわれ ドイッ語教師の卵的存在が関

口さんに意見をすると，「おれの生き様なんか分からないだろう?」 といつ

も逃げられて しまい，いつ も悔 しい思いをしていました。 しか しいまにな

って思 うと，大谷 さんがおっしゃったように，若い頃の体験が関口さんの

大 きな転機で，そ うした体験を自覚的にでもしていない人たちには理解で

きなかったところがあるのか もしれませんね。

 もう一言付け加えるなら，留学を100%順 風満帆で過ごしたという人はお

そらく皆無で しょう。全員何 らかの苦労をして成長を遂げ，帰国 し， ドイ

ツ語教師な りの仕事を全うしてい くんだと思うんですが，誰 しも留学中の

恥ずか しい体験 をあえて語 りたくない。かく言う私 も，いまか ら思うと顔

か ら火が出るようなことを留学中には積み重ねてきたわけです。 しか し関

口さんは，『「学ぶ」か ら 「使 う」外国語』のなかや，普段 の話のなかで，

自分の体験をすべてさらけ出していました。この本を読むたびに，“そうい

うことも考えないで ドイッ語教師をやっていてはいけないんだ”と，改め

て再認識させ られます。小 さい本ですが，亡 くなる前にこれを残 して くだ

さったことは，非常に貴重なことだと思います。

識名 関口さんは，新学部の設立にあたって新 しい語学教育の構想を実現

しようと，藤沢に移 られました。平高 さんは，関口さんの作 られた新 しい

語学教育システムの継承者として，藤沢で教 えてお られますが，関口さん

の思い出はいかがで しょう?

平高文也(以 下平高) 関口さん と初めてお会いしたのは，斎藤 さんも編

集委員をされていた ドイッ語教育部会の会報を編集していた時ですね。そ
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の後 しばらくして，87年 に藤沢に来ないかと声をかけて もらいました。当

時は確か，NHKの テレビドイツ語講座をやってい らっしゃった最後の頃だ

と思います。藤沢キャンパスの外国語のシステムを，鈴木孝夫先生 もコン

セプ トの部分で関わっていらっしゃいますが，ほとんどひとりで作られた。

この総：合講座諸国語概説は90年 にスター トして，最初の5 ，6年 は特に画

期的な試み として注 目を浴びました。英語だけが外国語 じゃない。受験勉

強に疲れた頭をしば らく休めて，英語の他にも外国語があるということを

ゆっくり考えなさい。そして6月 になって初めて選ばせて，その後 インテ

ンシブコース として，3学 期間 じっくりと学ばせ るという仕組みです。こ

のシステムは効果 もあげ，各地か らたくさんのお客さんもいらっしゃいま

したし，関口さん自身も当時はよく講演会に呼ばれていました。

 関口さん自身は理念 を作るだけでなく，先頭を切っていろいろなことを

手がけていました。教材作成について も研究室に週に3，4日 泊まり込み

で したね。よ く 「教材は生き物だから」 とおっ しゃっていましたか ら，毎

年改訂 を重ねる作業 もたいへんそうでした。学生が楽 しく学べ，効果のあ

るものを作 るために，ひとつひとつ，イラス トに しても手作業で作 ってい

らっしゃいました。おそ らく藤沢にいらっしゃる前にずっと考えてい らっ

しゃったことをここで全部実現で きたのかなと，自分が考えていたもの と

近い ものが完成 したのではないかと，一緒にやっていて感 じました。学生

には 「藤沢の ドイツ語教育は世界一だ」 とよくおっ しゃっていました。私

としては 「本当かなあ，本当だった ら，オリンピックで言 うところの団体

競技で金メダルをもらったような ものだなあ」 と思っていましたが……

(笑)。

 外国語教育に一石を投 じた ということではとて も功績が大 きかったので

はないで しょうか。関口さんの作ったものを考えると，われわれは今後の

慶應義塾の ドイツ語教育だけでなく，外 国語教育全体 も考えていかなけれ

ばならないとも考えます。 ドイツ語は厳 しい状況に置かれていますが，だ

からといってなくなっていいわけではない。 どう継承 してい くかを考えな
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ければなりません。慶應だけでなく，日本全体の問題 として もとらえてい

かなければならないで しょう。

識名 平高さんから教材開発のお話が出ましたが，『ハロー，ミュンヒェン』

について関口さんにお話 ししたところ，多分彼の自慢 も半分入っていたと

思うんですが，「これに続 く教材がまだできてない」 とおっしゃったのが，

とて も印象 に残っています。なぜ，未だにこれを使っているか? 実はこ

れは平成5年 に初版が出てお り，9年 前にも関わらずまだこの教材 に替わ

るものがあ りません。最近作 られた某 ビデオ教材を使 ってみたんですが，

さんざんな目に遭：いました。いかに関口さんが 『ハロー， ミュンヒェン』

を作 られた時に，用意周到に考えられたかが，使 ってみてよく分かりまし

た。

大谷 いい教材というのは，彼の合宿の延長線にあるからだと思うんです。

合宿で鍛えられ，NHKで も鍛えられて，彼の原点の上に作 り上げ られたも

のでしょう。『ハロー， ミュンヒェン』が出るときに，「今度，僕の集大成

が出る」 と言ってました。彼 は何か書 くたびに “集大成”って言 うんです

(笑)。やたらに集大成が多い人なんです(笑)。 それだけ一所懸命にやって

いたということなんですけどね。

識名 私が教員になった80年 代初期，いまのように ドイツ語教育を真剣に

考えるという場もなかったし，昔風の教授法がまだ幅をきかせていました。

ところが現在，独文学会において，三瓶 さんらが中心なってやってい らっ

しゃる ドイッ語教育部会のシンポジウムが中心的な催 し物 になってきてい

る。 しかもかなり多 くの参加者 も集め，注 目を浴びています。つまり，も

う従来の文法中心教育法ではダメだという問題意識が，学会員のなかでも

共有される状況になっているのではないか。当時，関口さんが声 を大にし

て叫んでいたことが，いまや当た り前に議論される状況になってきていま

す。その うえで今後の ドイツ語教育を どう捉えていけば よいので しょう

か?

斎藤 難 しい問題ですね。 どこの大学でも文学部は良 くも悪 くも保守的な
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ところがあ ります。専門の勉強として ドイツ語の原書を読む力も大事だ し，

その意味か らは文法訳読に対するニーズが まだ結構あ ります。そういう学

生層がいるということも理解 していかなければならない。ただ，語学教員

の場合は，自分が体験 した教授法 を繰 り返す とい う習性があ りが ちです。

たとえば ドイッ語 を何のために学ぶのか，何ために教えるのか といった反

省も含めて，将来の ドイッ語教師に修行を積 ませ るシステムも急務だと思

います。

大谷 社会のニーズや時代の要請はとても大事なことです よね。それであ

る程度，大学の教育 も決まってしまうところがあります。過去10年 間，大

学教育の方向性がすごくプレて，われわれ も苦 しんだ理由のひとつには，

社会全体がプレたことがあるでしょう。何を教 えればいいか，本当に右往

左往 した時代を経て，いまは逆流が始まっているような気が します。それ

は学部教育に対する要請なんですが，つまり，若い人が 自立 し， 自己表現

がで き，他人を理解でき，はっきりしたアイデンティティを確立できるよ

うな教育が，大学に強く期待 されているという印象を持っています。 さて，

では何 を教えるか， というときに核 になるのが 「ことば教育」ではないか。

単なる知識ではなく，作 り出す知，創造的な知，言葉のダイナミズムを教

えるような教育が求められているのではないで しょうか。 ドイツ語の場合

にも，そうした 「ことば教育」にどれだけ関わることができるのかで，生

き残れるか，廃れて しまうかが決 まって しまうと，私は考えています。で

も私は楽観的ですよ。関口さんではないですが，いかに生きた言葉 として

の ドイツ語を学生 と共有できるか，そのために必要な教材の開発やクラス

の設置など，カリキュラムも含め…連の教育のプロセスを提供 していけば，

必然的に ドイツ語教育の未来につながると思います。

中山 関口さんとは個人的にとても仲が よかったし，最期まで親 しくつ き

あっていたんですが，次第に ドイツ語の仕事 を一緒 にしなくなって しまい

ました。その経緯にはいろいろな要素が絡 まり合っているんですが，ひと

つに彼の 「学生は僕程度になればいい」 という考え方があ ります。僕は教
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える立場 として，学生が自分程度になればいい とは決 して思いません。自

分を超えてもらわなければいけない し，そのための条件を作ってあげるの

が教員の役 目だと考えています。 この点については関口さんと何回 も激論

して，結局一度 も意見の一致をみることがあ りませんで した。「無理だよ」

と言われた。関口さんはとて も複雑な人なので，決 して謙遜の意味で言っ

ていたわけではないと思います。多分，若い人たちにいろいろなものを提

供 したいとい う点では，関口さんと僕は同じはずです。ただニュアンスが

ちがうのか もしれない。彼独特の諦めというか，人生観が入ってきていて，

「僕程度になれば」という言葉になっていたので しょう。

 なぜこの話をここでするかというと，18歳 で初習として ドイツ語を学 び

始める人たちに， どれだけ先の道を見せてあげることがで きるかがこれか

らの問題だと考えているからです。大学で学ぶだけではなく，卒業後の道

筋 もあることをいかに見せてあげられるか。学生全員は無理 としても，こ

う続ければこんな道があるんだよ，レベルアップもできるんだよ，と示す

ためのシステムを今後いかに構築 してい くかを考えていかなければな りま

せん。社会 に出てから何かの必要性で ドイッ語 を勉強 しようと思ったとき

に，卒業生の頭のなかに自分の母校が浮かんできてくれればいいですね。

識名 ドイッ語を使ってこんなことができるという目標設定をする場合に，

学部の性格が影響 してきませんか? 三瓶さんは法学部ですが，法学部の

場合は，文学部同様，専門課程に進んでもドイッ語 を必要 とする学生がい

ます。逆に私のいる商学部では，基本的に専門課程に進むと学生は英語を

しっか りと勉強しなければな らないとい う暗黙の前提がある。学部や学科

など学問のディシブリンのちがいによる構築の仕方は，慶應だけでなく全

国の大学で問題になっていると思うんです。

三瓶 法律学の場合， ドイツから日本に入ったものが多 く，英語 ・ドイツ

語 ・フランス語は必要十分条件だと言われています。その点では法学部の

ドイツ語教員は比較的恵まれた立場にいるのか と思います。 ところが実情

としては，実務に進んでい く人たちがロイヤーとしてのマーケットを中国
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に求めた場合，かな り中国語学習に流れてい く傾向が強い。逆に理工学部

では， ドイツ語のインテンシブコースへのニーズがとて も高 くて，2年 生

のクラスでは定員オーバーすることもある。これは1年 生のクラスが成功

しているからなんです。つまり，一般 の レギュラーのクラスを底上げ して

いかないと，実際にはそれだけのモチベーシ ョンが出てこないんじゃない

か。いま，法学部ではそういう危機感があ ります。実際に ドイツ語 を学び

たい というモチベーションをもってくれれば，あとはひとりでに転がって

い くわけで，教師はサポー ト役にすぎません。

 いまの高校生の世界観は非常に狭 く，世界を構成している言語がい くつ

あるのか ということすら考えたことがない。彼 らの頭の中には英語があっ

て，いまの日本の状況なら中国語だろうぐらいの単純な思考法になってい

る。 日本が歴史的にどういう外国語 を学んできなが ら近代化を遂げてきた

のかという歴史的理解が非常に浅いんです。そうしたことを大学で1年 間

教えることはとても意義のあることで，日本 と諸外国との関係をもう少 し

広い視野で，学部に関係なく，見せてあげられるような授業があればいい

と思いますね。そのうえで，たくさん開講されている外国語の中か ら言語

を選ぶ。学生が，表層的かつ単純な，何かに役立つだろうというだけの考

えで言語を選ぶとい う問題点を何 とか解決 していかなければならない と思

います。大学に入 って きた学生を，学部の壁を越 えてもう一度啓蒙する期

間を設けることができればいいですね。たとえば法学部には地域文化論 と

いう科 目があって，1年 生にとっては学問の世界に足を踏み入れるいい橋

渡 しになっています。日吉全体で，こうした科 目をコアにする試みを提案

したいと思います。

 また，外 国語教育はグレー ドです。学部1年 生 も大学院生 も関係な く，

グレー ドに応 じて学べるシステムも，学部に関係なく作 る必要があるでし

ょう。私は，外国語能力 というものは計量的な部分 と定性的な部分がある

と思っています。計量可能な部分 もあれば，それでは計れない部分 もある。

計量可能な部分では客観的にレベルを揃 えられるような授業の枠組み作 り



224

を早急に日吉でやらないといけない。全体の履修者の数がどんどん縮小 し

てい くなかで有効な対策が出せないまま，各学部で人事凍結，クラス数削

減といったことが現実的に起 こり始めています。その点で大同団結する必

要があると思います。

識名 藤沢では，関口さんの理念はどういう形で継承されていますか?

平高 どちらかというと逆方向に向かっているような感 じがあ ります。 日

吉だけでなく，慶應義塾全体で外国語教育全体を根本的に見直す時期に来

ているのではないで しょうか。僕は，外国語は大学に入って初習するので

はなく，中等教育でスター トするべ きだと思っています。大谷さんがおっ

しゃっていた，自己表現力理解力を身につけ，アイデ ンティテ ィを確立す

るためには，異文化 ・異言語がよいきっかけになる。外国語は窓と同じで，

い まの学生には英語 という窓 しかないんです。 しかし現実には窓はたくさ

んあって，そこか ら見える景色はそれぞれちがう。外国語という窓をたく

さん用意してあげることで，学生たちは初めて外の世界を理解 し始め，そ

こでさまざまなコンフリク トと対峙するわけです。だから15歳 ，できれば

12歳で外国語教育をスター トするのが理想的でしょう。すると大学入学時

点で，初級でなく，中級または上級のクラスがいる。そ うすると中山さん

がおっしゃったようなことにつなげていけるわけです。

 そうなると，僕 ら自身が変わっていかなければな りません。教員の頭の

中を変えていくことがおそらく一・番たいへんなのかもしれません。教員の

再研修も必要ですね。

 中学だけでなく，高校について も同様です。いま，附属の高校はそれぞ

れの方向で独 自に進んでお り，まったくシステマチ ックでなく，共通の理

念 もない。こうい う機会に何 とか共通のコンセンサスを作れないだろうか

と考えています。そ して慶應はやろうと思 えば，そうい う実験的な試みが

できる学校だと思うんです。

識名 平高さんから，今後，慶應全体で考えるべき語学教育についてお話

が出ましたが，この座談会の会場となっている日吉の研究棟 も厂教養教育セ
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ンター」として塾内での教養教育の拠点 として位置づけると，塾当局も言っ

ています。安西塾長 も21世紀のプログラムの中で教養教育の拡充 というこ

とを謳っています。この場所が将来に向けての出発点になればいい と思い

ます。それがこの研究棟 を見ることのなかった関口さんに対するわれわれ

の役割です し，遺志を継承 していくことにつながるのではないかと思いま

す。

           (2002年8月6日 ， 日吉 「来往舎」中会議室にて)


